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ﾗｲﾌｻｲｸﾙﾗｲﾌｻｲｸﾙCO2CO2削減費用対効果の比較削減費用対効果の比較

(tCO2) LCA結果

廃棄

メンテナンス

（送電ロス）

大

走行(EV)

走行(HV)

車両製造

素材製造

0
従来ｶﾞｿﾘﾝ車 ｶﾞｿﾘﾝＨＶ車 EV従来ｶ ｿﾘﾝ車 ﾘ 車

200万円 230万円 400万円

GVとの価格差 CO2削減量 費用対効果GVとの価格差 CO2削減量 費用対効果

HV 30万円 7.9 tCO2 4万円/tCO2

EV 200万円 8.0 tCO2 25万円/tCO2EV 200万円 8.0 tCO2 25万円/tCO2

HVの費用対効果はEVの6倍以上
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ＰＨＶ
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プラグインハイブリッド車プラグインハイブリッド車(PHV)(PHV)

PRIUS PLUG IN HYBRID ConceptPRIUS PLUG-IN HYBRID Concept

大臣認定車

電池：ﾘﾁｳﾑ-ｲｵﾝ電池

目標 55k /l以上（JC08 ﾄﾞ） EV走行20k 以上目標：55km/l以上（JC08ﾓｰﾄﾞ）、EV走行20km以上

充電時間 180分（100V),100分（200V）
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ＰＨＶの取り組みＰＨＶの取り組み
パワー

性能 燃料
航続距離 価格

EV

パワ
トレーン ｲﾝﾌﾗ

・急速充電
スタンド

航続距離

電気 80km

価格

・電池ｺｽﾄ

に大きく依存 【【PHVPHV 】】
・緊急時に備え
一定量は必要

→都市内
移動向き

に大きく依存

・大容量の電池

を積む必要が

あり高額
ﾓｰﾀｰ 電池

エンジン

【【PHV PHV 】】

PHVPHV
・ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ

＋

電気
10～25km

あり高額

・電池容量の

適正化により

燃料ﾀﾝｸ

家庭での充電
ｶﾞｿﾘﾝ
1000km以上

EVより低ｺｽﾄ

家庭用電源
(100Ｖ･200Ｖ)

ｶﾞｿﾘﾝ
ｽﾀﾝﾄﾞ

( )

電気利用の拡大には、当面ＰＨＶが優位性をもつ電気利用の拡大には、当面ＰＨＶが優位性をもつ
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＜日当たり走行距離分布（乗用車、日本） ＞

40%
【JAMA平成17年度乗用車走行距離分布調査】

30%

40%

布

100%

布
累

計

累積

20%

30%

ザ
ー

分
布

75%

50% ザ
ー

分
布

57%

10%

20%

ユ
ー

ザ

25% ユ
ー

ザ

0%

10%

0

10 20 30 40 50
日当たり走行距離(km)

日当たり走行距離20km以下でも過半数を占める
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プラグインハイブリッド車のメリット（コスト）プラグインハイブリッド車のメリット（コスト）

＜⽇本の場合＞

0.80.8

11 8%
41%

＜⽇本の場合＞

ﾘ
ｳ

ｽ
＝

１
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0.20.2

0.40.4

ｴ
ﾈ

ﾙ
ｷ
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コ

00
プリウスプリウス PHVPHV PHV(深夜電⼒)PHV(深夜電⼒)

25km⾛⾏(13kmEV⾛⾏)25km⾛⾏(13kmEV⾛⾏)    
トヨタ試算

家庭用電源エネルギーで走行すれば燃料代が安価になる家庭用電源エネルギーで走行すれば燃料代が安価になる
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ＷｔＷのＣＯ２評価ＷｔＷのＣＯ２評価
＜日本の電力Ｍｉｘ係数 ＞ ＜中国の電力Ｍｉｘ係数＞
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TtW分

WtT(電気)分

WtT(ｶﾞｿﾘﾝ)分Ａ
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HV PHV EV HV PHV EV

電気利用車のＣＯ２排出量削減には、電力のクリーン化が必要電気利用車のＣＯ２排出量削減には、電力のクリーン化が必要
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ＦＣＨＶＦＣＨＶ



FCHVFCHV普及に向けた課題普及に向けた課題
35/40

製 造製 造 輸送・貯蔵・供給輸送・貯蔵・供給 ⾞ 両⾞ 両

太陽光・
バイオマス
太陽光・
バイオマス

⽯炭 ⽔⽔

C．スタック耐久
性

C．スタック耐久
性

B．氷点下始動性B．氷点下始動性

⽔⽔⽯炭

天然ガス

⽯油 Hydrogen Ｓｔａｔｉｏｎ

Hydrogen Ｓｔａｔｉｏｎ

⽔
素
⽔
素

⽔
素
⽔
素

天然ガス

電気

課
題
課
題

・製造貯蔵法
・CO2固定
・⽔素製造コスト

課
題
課
題

・輸送貯蔵⽅法
・インフラ整備
・規格、基準
・⽔素コスト（輸送、インフ
ラ）

・輸送貯蔵⽅法
・インフラ整備
・規格、基準
・⽔素コスト（輸送、インフ
ラ）

D．コストD．コスト A．航続距
離

A．航続距
離

ラ）ラ）

国、エネルギーメーカー国、エネルギーメーカー ⾃動⾞メーカー⾃動⾞メーカー

普及に向けての課題：
・車両技術開発 ・水素製造 ・インフラ整備



＜A 航続距離 ＜B 低温始動性能＞
燃料電池自動車開発への取組み状況燃料電池自動車開発への取組み状況燃料電池自動車開発への取組み状況燃料電池自動車開発への取組み状況

36/40

＜A．航続距離
＞

＜B．低温始動性能＞
⼤阪－東京間の⻑距離⾛⾏試験 カナダ（Yellowknife）寒冷試

験

830ｋ （10 15ﾓ ﾄﾞ） -30℃での始動、⾛⾏が可能830ｋｍ（10-15ﾓｰﾄﾞ）、
ガソリン⾞並の実⽤航続距離を達成

<A．航続距離> ガソリン車並の実用航続距離500km以上
（10 15モ ド走行で約830k ）を達成

<A．航続距離> ガソリン車並の実用航続距離500km以上
（10 15モ ド走行で約830k ）を達成（10･15モード走行で約830km）を達成

<B．低温始動性能> ー30℃での始動、走行が可能

（10･15モード走行で約830km）を達成

<B．低温始動性能> ー30℃での始動、走行が可能
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FCHVFCHVのコスト低減のコスト低減

簡素化（部品廃止 点数削減）
FCHV-adv

・簡素化（部品廃止、点数削減）
・高性能化 → 性能向上分をコスト低減に振り向け
・専用部品 → 量産流動部品を使用
・材料費低減（使用量低減、材料単価低減）

１/１０以下 それでもかなり高額な車になる

限定導入期 普及開始 本格商用期

さらにもう
１桁低減

限定導入期

技術課題解決

普及開始 本格商用期

コスト低減

設計、材料、
生産技術革新

量産効果

普及開始、本格商用期に向け、更なるコスト低減が必要
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FCHVFCHVシナリオ、ビジョンシナリオ、ビジョン

’10 ’20 ’30 ’50’’1515

車 商業化現在
技術開発

・コスト
・信頼性

量産体制整備

基礎技術

両
車両企画

信頼性

化石燃料ベース低価格水素供給

大量普及大量普及：
本格的普及技術実証 →社会実証

市場成熟化

普及開始普及開始

イ
ン
フ

化石燃料＋CCSCCS技術

・製造
・輸送
・貯蔵

★高効率コンプレッサー

★小型蓄圧器

★低コストステーション ★水素ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ（小規模） ★水素ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ（大規模）

燃料 低価格水素供給

フ
ラ

リニューアブル水素

・分離
・貯留

RE利用

★CO2固定化実証
★CO2分離技術 ★固定化サイト増加 ★大量固定化

★風力 太陽光拡大 ★直接水素製造★電解水素製造

政策支援

RE利用

社
会

補助事業補助事業デモデモ 実証実証

★風力・太陽光拡大 ★直接水素製造★電解水素製造

自立化 の移行

自立化自立化

環境ﾓﾃﾞﾙ

JHFCⅡ

政策支援
限定リース

会
政
策

グローバル展開グローバル展開

CEPⅡ

自立化への移行
一般販売

ZEV

環境ﾓﾃ ﾙ
都市Pｒｏｊ

国、エネルギーメーカ、自動車メーカの連携が重要
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将来次世代車の棲み分けイメージ将来次世代車の棲み分けイメージ

輸送個 有

FCHV領域
車両サイズ 大型トラックHV・ PHV 領域

公共交通/輸送個人所有

HV

乗用車 路線バス
宅配トラック

EV領域 FCHV(BUS)

小型宅配車両

近距離用
ＥＶ

FCHV

EV

小型宅配車両

PHV

移動距離

i-REAL

自動二輪

Winglet

燃料 水素ガソリン,軽油, バイオ燃料,
CNG,合成燃料 etc.

電気

・EV→小型（都市内移動）、FCHV→中大型（都市間移動、将来の軽油代替）

・PHV→ｺﾝﾍﾞ車への電気利用拡大
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当面は、次世代車の特徴を踏まえ、用途を棲み分けて開発する

<HV>
原価低減 組むが 価格差は未だ解消され な・原価低減に取組むが、価格差は未だ解消されていない

⇒エコカー減税・補助金等の代替促進策の継続をお願いしたい

<EV/PHV>
・電池開発が課題（航続距離 コスト 寿命）であり EVの大量普及には電池開発が課題（航続距離、コスト、寿命）であり、EVの大量普及には

時間が掛かる

< ><FCHV>

・技術課題とともに、インフラ整備等の対応も必要となる。
・自動車メーカ 国 ｴﾈﾙｷﾞｰメーカとの連携が重要・自動車メーカ、国、ｴﾈﾙｷ ｰメーカとの連携が重要


